
（別紙３）

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 51 （回答者数） 25

～ 2024年　12月　27日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

飽きてつまらないとならないように新しいメニューを定期的

に取り入れていく

2

全職員が目的を理解しスキルを向上させていったり、色々な

人の意見を取りいれながら行っていくためメニュー内容は

順番に担当を決めて行っていくようにする。

3

実際に保護者様が現場を見ることができないため実際に

想像が難しい場面は写真に残して実際の場面を想像してもら

いやすいようにしたり、写真を添付することでお子さんの

様子を確認できるようにしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

必要な対応が十分にできるようそれぞれの活動の時間調整

をし優先順位をつけ行う

2

保護者が集まる場に参加したいと希望する人数が少ないため

子どものレクを中心に保護者参加もできる活動を考えていく

3

○事業所名 ラブアリス江別校3組

○保護者評価実施期間
2024年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

午後は個別対応が難しいことがある 午前と比べ午後の利用人数が多いため個別での対応が

難しいことがある

保護者同士が集まる機会が少ない 保護者が集まり意見交換などできる場を提供できていない

個々にあった支援 利用者様に合わせて学習・運動などのメニューを組み立て療

育を行っている。

個別＋小集団どちらの活動も行える 人との関わる時間を取るため自由時間に好きな遊びをするだ

けではなく小集団での活動も取り入れ行っている。

HUGでの日々の療育内容を詳しく伝えることができている それぞれ行った内容でいつもと変わったことがあった際によ

り詳しく状況が分かるよう記録し、どうやってできたか順序

を分かりやすく記録している

できなかったことで終わらないよう次回どうしていくかなど

も記載

事業所における自己評価総括表公表


